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Iopamidol (IOPAMIRON 300) was examined for excretory urography on 21 patients, 
between 70 and 94 years old, with reference to visualization, safety and urinary excretion. 
The results about visualization and safety were compared with those obtained with 60 
Urografin. Iopamidol was demonstrated visualization nearly equivalent to that with Urografin, 
and 19% better pyelogram. Especially, calix showed a clearer contrast than those obtained 
with Urografin. None of the 21 old patients experienced any side effects or adverse reactions. 
No abnormalities were noted in serum chemistries. Iopamidol was not quickly excreted into 
the urine, only 19% during the first 2 hours, in elder patients.
Key words: Non-ionic contrast medium, Iopamidol, Drip infusion pyelography, Urine ex-
             cretion
は じ め に
現在まで 尿路造影剤 として使用 され て きたtri-
iodobenzo量cacid系の薬剤は,優れた造影能のため
1950年代から今日まで放射線科,泌 尿器科で広 く用い












































1.造 影 効 果
1)20分時 撮影 の フ ィル ムに つ い て,造 影 部 位 別 に イ
オパ ミロ ン と ウ ロ グラ フ ィ ンを 比 較す る と,+++と
判 定 され た 症例 はFig,2の よ うに ネ フ ログ ラ ム,腎
孟,尿 管,膀 胱 像 につ い て は 両者 間 に ほ とん ど差 を認
め な い が,腎 杯 像 では イ オパ ミロ ンが68.8%0であ る の
に 対 して ウRグ ラ フ ィ ンは21.9%であ った.
2)Densitometerによる 部位 別 コ ン トラス ト値 でみ
る とFig.3に しめ す ご と く,ネ フRグ ラム:0.38±
0.15,腎杯 像=0.61±0.エ5,腎孟 像:0。59±0.14,尿
管 像:0.37±0.14,膀胱 像:0.63±0,14であ る.
3)部位 別 コ ン トラス トを ウ ログ ラ フ ィ ン と比 較 す る
とFig。4の 如 くで あ る.イ オ パ ミロ ンは上 か ら順 に
0.42±0.13,0.63±0.15,0.62±0.13,0.41±0.12,
0.63±0.14,ウロ グラ フ ィ ンは,().37±0.14,0.57±
o.18,0.55±0.14,0.38±0.15,0.56±0.13とな っ
た.
4)肉眼的 に全 体 を み て ウ ロ グ ラ フ ィ ンよ りもイ オパ
ミロ ンの ほ うが,明 らか に造 影 効 果 が 良 い 例 は,16例
中3例(19%)で,81%は 造 影 効 果 に 差 は なか った.
2.副 作 用










































コ ン トラ ス ト値 計 算 方法
宮 川 ・ほ か:イ オ パ ミロ ソ300・高 齢 者 467
イ オパ ミロ ン300
ネフログラム 43.8% iota%%////.le.i
60%ウ ロ グ ラ フ ィ ン
50.0% ZB1%///A21.9
3.1




















































































































ネ フ ロ 腎 杯 像 腎 孟 像 尿 管 像 膀 胱 像
グ ラ ム









ネフロ 腎杯像 腎孟像 尿管像 膀胱像
グラム
。イ オパ ミロン300。60%ウ ロ グラ フ ィン
Fig.4.イ オ バ ミ ロ ン300と60ウ ロ グ ラ フ ィ
ンの 部 位 別 コ ン ト ラ ス トの 比 較
ウログラフィン静注時によく認められる軽度の副作








後 の 尿 中総 排 泄量 を経 時 的 にみ た 結果 をFig.6に し






























前 後 前 後
19.7±4.719.1±5.21.3±0.41 .4±0.4





























高 齢 者 に イオ パ ミロ ン300(300mgI/ml)100m1投与 後 の尿 中 総 排 泄a
機能をはじめ腸ガス充満の程度や体格,疾患の種類や









コントラス トは劣るが診断が 可能な もの,(一)コ ン























































を検討 した徳永ら8)の報告に よる と2時間 までに投
与量の約60%が,24時間後には全量が尿中に排泄さ
れ,ウ ログラフィンよりも尿中排泄率が高いと述べて















泄率の値と良 く一致 していた.イ オパ ミロンは尿中排










1)平均 年 齢78歳(最 低70歳,最 高94)の 高 齢 者 に
つ い て排 泄 性 腎 孟 造 影 に お け る 三〇pamidol(Iopam三一
ron300)の造 影 効果 と 安 全 性 を検 討 し,造 影 剤 の 尿
中 排 泄 率 を 測 定 した.
2)造 影 効 果 に つ い て ウ ログ ラ フ ィ ン と比較 す る と
腎 杯 像 が よ り鮮 明 で あ った.濃 度 計 に よ る コ ン トラ ス
ト値 では 有 意 差 は な か った.イ オパ ミロ ンの ほ うが 明
らか に 良 い 例 は19%で,81%は 差 は な か った.
3)副作 用 は1例 も認 め られ な か った.
4)Iopamiron300(300mgl/ml)100ml静注 後 の
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